
広田

@ 

~・r

、〆
九

ー、三司、‘占ケ

、日

~._-・4

1 1 
2001 
No.514 

、
いいまち合金夢のまち

ヨーイ ドン
第38回今金町民マラソ ン大会。

ヨーイドンの合図とともに一斉にスター卜を

切った選手達。

大会には、約90人が参加し、ゴール前では壮

絶なデットヒートが展開されました。

写真は小学生 1・2年生の部。

(J 0/7) 



『老人医療絵付特別対策事業』
〆 をご存じですか

雇通
町では、老人医療給付特別対策事業を実施し、 65歳から69歳までの

方が次の要件を満たした場合、診療に要する医療費の一部を助成

しています。

この制度に該当すると、老人保健法による医療費の負担額てつ斉む

ことになります。

同
月
は
、
今
金
町
健
康
増
進
い

き
い
き
月
間
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り
の

体
験
や
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
す
こ
や
か
な
町
さ
つ
く
り
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
同
月
8
目
、
総
合
体
育
館
を
メ

イ
ン
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

あ
っ
た
か
ら
ん
ど
の
三
会
場
で
健

康
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
大
切
さ

を
、
参
加
や
体
験
を
と
お
し
て
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

桂小金時さん講演会
この世は人に支えられて

『人の心に花一輪』

老人医療給付特別対策事業(道老)に該当した場合、一般で医療機

関に受診した場合とどのくらい違うのでしょうか?

今金国保病院で 1ヶ月間の医療費(外来)が60，000円(10割)かかっ

た場合

【一般でかかった場合】。60，000円X3割=18，000円(自己負担額)

【老人医療給付特別対策事業(道老)でかかった場合】。60，000円X1害IJ=6，000円ですが・・・今金国保病院はベッ ト数が

200床未満のため限度額の3，000円(自己負担額)で済むことになりま

す。

4砂受給者資格要件.

今金町に居住地を有する方

(外国人については外国人登

録原票に登録されている方)

で、次の要件すべてに該当す

る方が受給者となります。

該当すると思われる方は、

申請手続きをしてください。
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• • 
18，000円 -3，000円 =15，000円も違います。

1ヶ月間の自己負担額は診療所により次の 3とおりに分かれます。

.3，000円まで負担→病院のベット数200床未満(今金国保病院など)

.5，000円まで負担→病院のベッ ト数200床以上(八雲総合病院など)

. 1日800円X1ヶ月 4固まで(薬局での負担なし)
1国民健康保険または社会保険各
法の保険に加入している方。

0ストレッチ体操
手Eを伸ばして血行促進B体

の圃い人にはちょっときっかっ
たかもっ

0ステップダンス
二人ー組となってお

Eいの呼吸を合わせる
ことが重要なポイント
のダンス。
ターンが決まった時

は皆さん笑顔でした.
0団体即売会
新鮮な野菜とお米はいかが。

Oフリーマーケット
使用しなくなった日用

雑貨、若なくなった洋服
着物などが格安で並びま
した。
中には掘り出し物が

あったかも。
6世帯に属する方の所得が表の
額を超えないこと。

平成12年分の所得
事蚕語戻7一一

等の数

O人

1人

2人
3人
4人

5人

7次に該当する方の所得が、表
の額を超えないこと。

平成12年分の所得

2老人保健法による医療給付を受
けていないこと。

O押し花ー和紙人形っ
くり講座
彩りや形を考えなが

らきれいに貼り付11.
ここはこの花にしょう
かなっ

扶養親族
金 吉買

等の数
。人 1， 595， 000円
1人 1， 975， 000円
2人 2， 355， 000円
3人 2， 735， 000円
4人 3， 115， 000円
5人 3，495，000円

額

6， 287， 000円
6， 536， 000円

生笠主旦盟
主笠ム旦塑
7， 175， 000円
7， 388， 000円

金3生活保護法による保護を受けて
いないこと。

5.単身世帯、老人夫婦世帯または
老人と児童の世帯に属しているこ

と。

[4年齢が6蜘ら69歳までの方。• • 
1ひとり暮らし世帯に属する父また
は母、もしくは養親と 6ヶ月以上別居
している干の所得。
2父母と別居している子(既婚未婚、
男女を問わない)
※申読手続きには、保険証受給資格要
件に対する関係替類が必要です。

Cむ

ばお問い合わせ先》

ij怠合福祉施設としべつ内

保 健 福 祉課国保係

官 2-2780

( 3 )ひとり暮らし老人文は老
人夫婦と児童が同居している
世帯とは
65歳以上の単身者とその直

系血族である18歳未満の方の
みの世帯、また老人夫婦の
方もしくは双方の直系血族で
ある 18歳未満の世帯を言う。

( 2 )老人夫婦世帯とは
夫婦の一方が65歳以上、そ

の配偶者で、 18歳以上の子が
いないこと。
ただし、 18歳以上の子でも

重度心身障害者、学生、生死不
明者、拘禁、社会福祉施設入所
者、長期療養者であれば除か

れます。

(1)ひとり暮らし世帯とは
子がいても 6ヶ月以上別居

しているひとり暮らしの世
帯。

槍
山
の
女
性
一
同
に
会
す

商
工
会
女
性
部

9
月
初
日
、
槍
山
管
内
商
工
会

連
合
会
・
同
女
性
部
連
合
会
が
主

催
す
る
、
槍
山
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

員
研
修
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
槍
山
管
内
か
ら

部
員
の
他
関
係
者
約
2
0
0
名
が

一
同
に
会
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
研
究
所
代
表
の

丸
田
道
典
氏
の
講
演
や
平
成
は
年

度
に
行
わ
れ
た
女
性
部
長
道
外
研

修
報
告
、
全
体
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
品
の
販
売
や
各
町

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
踊
り
や
歌
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
毎
年
各

町
持
ち
回
り
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
金
町
商
工

会
女
性
部
長
の
大
倉
紀
子

さ
ん
が
槍
山
管
内
の
女
性

部
連
合
会
長
と
あ
っ
て
、

会
長
自
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
参
加
す
る
な
ど
、
大

会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た

瞬間
直幽盟]

Cむ

人のやさしさ、
あたたかみにふ
れ、人間は一人で
は生きられず、支
え合って生きて
いくものと実感
した本人の人生
を、父親、芸能活
動の話をまじえ
ながら、特技の草

ぷえで「ふるさとJを演奏するなど、話家さんら
しくおもしろおかしい講演をしていただき、会
場からは常に笑い声が絶えませんでした。



っτ怠に

北
部
拾
山
手
話

の
会
(
会
長
長
谷

川
キ
ヨ
シ
)
で
は
、

聴
覚
に
障
害
の
あ

る
ろ
う
あ
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
と

し
て
、
手
話
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
、
問
月
4
日
町

民
セ
ン
タ
ー
で
勉

強
会
が
行
わ
れ
、
北

槍
山
町
と
今
金
町

か
ら

8
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

転
勤
な
ど
に
よ
り
め
っ
き
り
会

員
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
会
で

は
、
現
在
5
人
ほ
ど
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

長
谷
川
会
長
は
、
会
の
活
動
を

通
じ
大
変
難
し
い
と
さ
れ
る
国
家

試
験
に
見
事
合
格
し
た
人
や
、
挑

戦
中
の
人
が
い
る
こ
と
を
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。
看
護
婦
と
し
て
就

職
す
る
と
き
に
も
、
手
話
の
資
格

が
あ
る
と
有
利
に
な
る
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
看
護
婦
を
目
指
し
て

い
る
人
は
、

一
度
手
話
の
勉
強
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

'刀

今
回
参
加
し
た
、
藤
倉
満
寿
美

さ
ん
は
「
手
話
に
興
味
が
あ
り
参

加
し
ま
し
た
。
ろ
う
あ
者
の
人
と

会
話
を
し
て
み
た
か
っ
た
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

手
話
は
地
方
に
よ
っ
て
同
じ
表

現
で
も
意
味
が
違
っ
た
り
、
表
現

の
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
名

前
を
漢
字
に
直
し
相
手
に
伝
え
る

な
ど
非
常
に
奥
が
深
い
と
感
じ
ま

し
た
。

， 

• • 

Cむ

手話も 5つに分類されます。

.手の重!Jきで表現に意味があるもの

.指文字 (50音を l文字ずつ指で表現する)

・口話(口の動きで理解してもらう)

.筆談(実際に紙などに書いて理解してもらう)

・空文字(空間に指で文字を書く)

手話で相手と話すときに一番大事なことは顔の

表情だといいます。楽しいときは笑顔で、怒っ

ているときは怒った表情で話すと相手も理解し

てくれるそうです。

⑧⑥⑧⑧⑧ 
伸明神科φ

a・
安全運転を呼びかけ

ライオンズクラブ
こぐまクラブ

ライオンズクラブでは、役場前の国道を通行

するドライパーに対し、今金幼稚園のお母さん

達で組織する 「こぐまクラブ」と園児達が、手作

りマスコットを手渡し安全運転を呼びかけまし

た。

これは、全道の各ライオンズクラブが10月10

日を交通安全の啓発活動の日とし、 一斉に花火

を打ちあげ交通安全の呼びかけをすることにし

たものです。

ウ鶴の餌収穫
神fiJJ¥学阪児童

。δ
qtυ つム官、ンョキ谷

、長

斗
」
。方

判
る
0
し

あ
一
さ

の
2
だ

味
包
く

興
美
絡

に
知
連

話
回
ご

手
士
口
に

仁券金サッカー少年団優聴〕
川
月
3
日
、
却
人
乗
の
研
修
パ

ス
「
し
あ
わ
せ
号
」
が
納
車
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
渡
島
信
用
金
庫
創
立

ω

周
年
記
念
社
会
費
献
助
成
事
業
と

し
て
、

6
月
ロ
自
に
渡
島
信
用
金

庫
(
本
庖
・
森
町
理
事
長
伊

藤
新
士
口
)
か
ら
の
寄
付
金

5
0
0

万
円
を
基
に
購
入
し
た
も
の
で

す。
こ
の
パ
ス
は
「
し
あ
わ
せ
号
」
と

し
て
今
後
、
行
政
関
係
団
体
が
行

う
研
修
・
交
流
事
業
や
生
活
・
生

産
・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関
す

る
研
修
に
使
用
で
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
は

人
の
輸
送
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

利用に関する問い合わせは

役場総務課まで。

• • 

北
海
道
銀
行
で
は
今
年
の

3
月

5
日
に
創
立
問
周
年
を
迎
え
、
全

道
各
地
で
記
念
事
業
と
し
て
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
指
定
金
融
機

関
と
な
っ
て
い
る
今
金
町
に
対

し
、
北
海
道
銀
行
の
行
花
と
な
っ

て
い
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
木
初
本
を

町
施
設
に
植
樹
し
た
い
と
、
藤
田

直
樹
今
金
支
庖
長
よ
り
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

ラ
イ
ラ
ッ
ク
は
、
叩
月
同
日
総

合
公
圏
内
の
ゲ

l
卜
か
ら
約
1
0

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
道
路
左

側
に
、

3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
等
間

隔
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
公
園
が

紫
色
に
染
ま
る
日
が
今
か
ら
待
ち

遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

光の里学園は、厚生省が実施する障害児・知的障

害者情報バリアフリー設備整備事業としてパソコン

3台を光の里学圏内とワークショップいまかね内に

設置しました。 目指田

パソコンには、障害 問 1:
者でも簡単に操作ので ‘ 

きる「ひらがなキー

ボードJや「らくらくマ

ウス」が取り付けられ

ており、ワークショッ

プいまかねに通所して

いる利用者も既にゲームなど休み時間に楽しんでい

るようです。

また、通所授産施設の「ワークショップいまかね」で

は、パン作りの見学などを兼ね健常者の方にもぜひ施

設利用者と共にパソコンを利用してほしいそうです。

この事業は、在宅の知的障害者が容易に使用でき

る情報機器を、全国の障害者施設に配置し、情報のバ

リアフリーを促進することを目的とし、機器類は北

海道が備品として購入したものを無償で借り受けて

います 斗

10月7日、今金ライオンズクラブ杯少年サッ

カ一大会が今金中学校グラウンドを会場に開

催され、今金サッカー少年団が見事に優勝を果

たしました。

大会には八雲町や森町などから 6チーム、約

100名が参加し日頃の練習の成果を競い合い親

睦を深めていました。

心地よい小春日和の中、のびのびとプレーす

る選手達に熱狂的な父兄サボーターの声援も

ヒートアップしていました。。

この大会は今金サッカー少年団育成会の主

催事業で、今

金ライオン

ズクラブの

後 援 を 受け

て開催され

たものです。

O 

Cむ

(校長高橋勝保)では、釧路支庁管

内銭居村にある伊藤タンチョウサンクチュアリに

タンチョウ鶴の餌となるデントコーンの実を毎年

贈っています。

10月20目、全校児童13名により愛指令ランド内

で球場周の外野フェンスとして利用しているデン

トコーン畑から、デントコーン約1500本を収穫し

ました。

収穫したデントコーンは乾燥された後、農家か

ら借りた機械で実をほごし、ダンボール箱に詰め

られ贈られます。

昨年は愛指令の会(会長 鷲野竹春)が約400kg、
神丘小学校が約600kgと合わせて 1tを11月下旬

に贈っており、今年も昨年並みの量が贈れそうで

す。 1tと聞いたらすごい量ですが鶴にとっては

数日分でしかないそうです。



-変更になる目 前の周の金曜日まで
平成14年 1月から

・電話予約の方法

函館裁判所に電話で、相談日の前の週の金

曜日までに「受付相談の予約」である旨を告げ

て申し込んでください。

受付相談が電話予約制に変更

裁判所からのお知らせ

毎月第2水曜日に瀬棚田I総合福祉センター

「やすらぎJにおいて、裁判所が実施している

受付相談が、下記のとおり事前に電話予約す

る方法に変更となります。

L 

a:.崎、国軍国

札幌自動車保険請求相談センター
{佐18窓鋼書保医療箇盆北海温支穆 htゅl/www鈎 n凹 or.Jp

Tel.Oll-7 ・iI:I:D閏 )I
相 鶴 B 月曜日~金曜日(9:30-12:00'13:00-16:40)恨自在隠"

弁麗士相麟白 書5同第2.. 木曜日(13:00-16:00)(予約制信銀鯖"，.面眼}

岬閉伺闘がご醐に臨時す. 柑醐陽一伽ご醐 も受付し町

~刷、，、~V、tJII" " '"、， 、，、 ~.、""..... 、 ，tI"'， ，，，、 ...'~... 、... ..... '~.山，、 ，、 ...'. ， ........... .".

不遇切怠蝿闘に肱喜連憲"

f 本年 9月頃から消防設備士免除を提示し、法定}
{検査を装った業者による消化器点検で、法外な料{
う金請求をされるという被害が石狩 ・空知管内で発3
;生吋りますので注意向さい ; 
【業者の手口l { 

?(J)業者は、消防設備土免状を提示しι、法定検査の}

;山め以一に暗装一町の一………斉 剤 リ
を入れ替え(有効期問未了でも)法外な金額を請求
しています。 (α20万~5印0方円 l

(ω2引)契約書を点検確認書のように装い、事情を良く i
J知らない会社の事務員やお年寄りを狙い、サイン}
iさせるようです。(確認書だと思いサインをして{

}しまうケースが多い。)

i(3)錯誤による契約解除を申し入れでも、契約の有i
}効性を主張し、居直る事があるそうです。}
J【注意事項】 } 

) (1)点検に簡単に応じないこと、不審な場合は消防i
}箸等に連絡し、むやみに書類にサインしないこと。}

~ (2) r点検料が無料Jといわれでも安易に点検の同意i
}をしないこと。(詰め替えた薬剤費と詰め替え手3i数料として請求することがある。) j 
，....... ... 、..........，... 、，、，、.....................tJII".....、，、...'.，........、...'.，..........、，、........................、♂‘
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12月までは今までどおりとなります

日程は次のとおり

+11月14目、 12月12日
午後 1 時30分~4時30分まで

瀬棚町総合福祉センター「やすらぎ」

。お問い合わせ先

函館地方裁判所事務局総務課庶務係

官 0138-42-2151 内線553番

裁判所に予約の
電話をする

相談に出向く
毎月第 2水曜日

J 
瀬棚町総合福祉センター

札幌自動車保険請求相談センター

J
R
札
傾
駅
北
口
よ
り
徒
歩
2
分

{再生鼠 った豆イJク使悶)

個別的労使紛争のあっせん
~労働者個人と使用者の間のトラブルを調整します~

北海道地方労働委員会では、 10月 1日から道内各
支庁等に設置しております中小企業労働相談所等と
連携して、労働条件その他労働関係に関する個々の

労働者と使用者との問の紛争(個別的労使紛争)の

「あっせんj を新たに行うこととしました。

-個別的労使紛争の例(こんなことでお困りのとき
は、ご利用ください)

0突然、会社から懲戒処分を受けたが、理由もあ
いまいで納得できない

0パートで働いているが、何の説明もなく、時給
を大幅に引き下げられた

0社長から執彬Jに退職の強要(いやがらせ)を受け
ており、我慢の限界である

0社員に対し、やむを得ぬ事情で配転命令を出し
たが、理由なく拒否し続けている

詳しいお問い合わせは

地方労働委員会事務局(fiO11-231-4111内線32-585)
中小企業労働相談所 フリーダイヤル0120-81-6105

• 

• 

， 

• 

• 

スポーツフ工スティI¥IL
in いまかね 1017 

秋晴れの中、約260名が参加したス

ポーツフ工スティパルInいまかね。

5つのスポーツに爽快な汗を流し

ていました。

φ 

.)-争骨骨争争争争争争4争--:;

牛と仲良く餌をついばむ、アマサキ。。

狂牛病の問題で、酪f~家にとってはいまや死活問

題になっています。コウノトリ目サギ科に属するア
マサキ。が、幸せを運んできたのではつ

牛が動くとアマサギも一緒にfYJく。近づいて写真
を撮ろうと思うと、牛からにらみつけられました。

アマサギはこの辺であまり見かけることが無く、
十数年前、田代地区に飛来した記録があります。

ルス検査を実施

八雲保健所では肝炎ウイルス検査を有料で行っ

ています。-平成5年4月2日以降に戦傷病者等と婚姻された
妻文は同日以降事後重症により第5款症以上の戦傷
病者等となられた方の妻であって、平成13年4月l
日において戦傷病者等である夫が第5款症以上の増
加恩給等を受けていた方。(額面15万円(軽傷者半
額)、5年償還の国債)

.平成8年5月に最終償還を迎えた戦傷病者等の妻
に対する特別給付金の受給権を取得した委であっ
て、戦傷病者等である夫が平成5年4月l日から平
成8年9月初日までの聞に公務傷病以外の原因によ
り死亡(平病死)された方。(額面5万円、 5年償還の

国債)

-月日
・11月6日(:1¥)・20日(刈

・12月4S(刈・ 18日以j

※毎月第 1 ・第3火曜日に行っ

ています。

.受付時間

・9: 00分~10 : 30

.検査場所

北海道八雲保健所

八雲町末広町120
fi01376-3 -2168 

.検査料金

.B型肝炎ウイルス検査(HBs抗原検査)

.c型肝炎ウイルス検査(HCV抗原検査)

.B型肝炎十C型肝炎

590円
1，790円
2， 150円

。請求期間は、平成13年10月1日から平成16年9月
初日までです。
。訴求手続きなど詳しい内容については、役場 I階

町民課まで。

Cむ



|平成13年度
集団現地選考会のお知らせ

冬期間、道外での出稼 (就労期間は

おおむね4カ月から 6カ月)を希望

する方のため、東京・神奈川・千葉・埼

玉・愛知・大阪等の事業所による集団

現地選考会を開催いたしますので、

希望される方は是非お越しくださ

い

開閉 20歳!こなりま したが、今から40年間も保険料を納める気位ぜ

問司川 になりません。年金は25年納付すればもらえると聞いて LlJ 
いるので、35歳になってから納付を始めたいと恩っていますが。 Ll

圏 若いときか臼ツコツと納めて老後Iこ備えま山・

平成13年 12月17日(月)

10時から 15時

花びしホテル
函館市湯川町 1-16-18

・会場の駐車場が混雑する場合が考

えられますので、できるだけ電車・バ

ス等の公共交通機関をご利用くださ

い。

・お問い合わせ先

ハローワーク函館(函館公共職業安

定所)織業相談第 1部門
'B'O 138 -26 -0735 内線435

-開催日時

場-会

老齢基礎年金は、60歳になるまでに最低25年間保険料を納めれ〆 込

ば受けられることになります。しかし、それをお歳になってから/，idC

納めればいいと考えるのは大変な間違いです。もしも、途中なん 宮智

らかの都合で保険料が納められなくなった場合、受給要件である u
25年を満たすことができず年金がもらえなくなることもあるか とd同

らです。

さらに、国民年金には障害基礎年金や泣族基礎年金といった年金も

ありますが、これらは保険料を納めていなければ受けることができま

せん。

また国民年金が国内に住所を有する20歳から60歳未満のすべての人

に加入を義務づけているのは、加入者が納める保険料が年金の費用と

して賄われる仕組みになっているからです。若くて働けるうちから保

険料をコツコツと納め、年金世代の生活を支えていく、こうした世代と

世代の相互扶助によって成り 立つ制度であることを塑解して、保険料

を納めるよにしてください。
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l八堕のおぼこjJf~

町/¥ 北槍山町町棚瀬

お1.こ漬けは、八雲町の11!!家のお母さんが
生産している有慣抵段~野菜でつくる昔なが

らの味の前け物です.
心に残るおふくろの昧を是非ご日味くださ

し、。

・販売商/Aコープ八r;1底他(ゅうパックも取り
鍛っています)
・価格/大級山ブドウ前(叩Og)250円
千枚漬(l50g)180円きゅうり粕漬(150g)220円
セロリ粕出(1凹g)180円小なすからし泊
(100g) 180円大級玄米漬([本)280円
大総べったらifH半劃))260円 ※全て鋭別
・お問い合わせ先/八虫JlTi1i物研究グループ(事
務局北桜般協蛍o飢*谷町01:H6-2-2121)

~北楠山発春たより~
。 『水仙』ゅうパック。

槍山北il'1i校の生徒が丹料込めて育てた水仙を
~許容の床飾りとしてぜひご利III く ださいa

圃価格/水仙花1鉢(水!iIJs!1S餌入り)道内青森
l凹O円~
圃送付方法/普通郵便
圃取扱則!日l/ 11 月 12 日 ~ 12月 H 日・)1注目/12月22日頃
.中込方法/お近くの郵便局に備え付けの rふる
さと小包専用保替用紙』でお申し込みください.
・郵便鉱幸子加入者名/02770-4-3120:l北の水仙
A 
Z足

圃お問い合わせ先/愉山北高校官01378-1]-5331
丹羽郵使}"j'l1'O1 :l78-4-580 

あったまるよ- 1

公営温泉浴場 「やすらぎ鍛J<<:>

;思い日にはやっぱり泌尿がー祷 1のんびりお
品につかって日頃の疲れを癒しましょう 1

「やすらぎ館」は悶アルカリ性祖泉で冷え性、神
経縮、火協などに効き目があり、男女g'lの 般浴
糟のほかに露頁風呂 サウナ水風呂パイフラ
描と世備も充実しています.
・場所/瀬棚町本町(旧国鉄駅跡地)
・世'l'i時!日1/午前10時から午佳9時まで
※毎月間 1. 3月附日定休
掴入浴料/大人叩O円中人120円小人60円
・ぉ聞い合わせ/やすらぎ館fi'O1378-7-38，11 
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I~~~渇『湯とぴあ臼別』
大石町

あわびの湯

費E長万部町

て竹 たのたなんし キ いは思かまいとのあを
くの次。説。んでいツて「いわしのいは 」 し

れ切は 明そだいのでい古まったはう、とて
まり 、 がこ 」 るはい?いして。 二 感お思い

し方お 終でとか水う合 竹 た 「 竹示じついた
たや父 わお恩ら分んかは。竹のキでてまの
。し，さ り 母 い ポ を だ ら 、わつ年ッ 、みしで

おはん ま さ ま ロ ふ 。 、 か ? て に 」 とるた 「
父 りが しんしリく新ポわし変よとてと。き

さ方 回一一一回、一一一一一 由一 だついもぷ少れ
んを 匪唱吾援車産駒辺環鐙砲撃窃船 主プ一宮 なてつ古ユ:しい
の教 院 選 踊 M i議選髭お議通勤Eぉ"'.w~ 音てい口古だ
仕え 臨調盤薗ぽ跡事曜酒量舷酷箇曲直~'..-.I とがい黒 4こいな

コリドーIL爽涜ネットワーク情報

静かで情緒あふれる 「湯の里jとし

て評判のこの温泉。今の時期l露天風

呂から見る紅葉が絶景です。冬期間ま

で期間限定、11月末まで入浴OKで
す。

・場 所/大成町字宮野(国道沿に看
板あり)

圃入浴料/無料(お心のある方に消掃
協力金として100円頂いています。)

Cむ

選轟

「あわびの湯くまいし」のテーマ館
的施設あわびの湯
あわびのミニ悩報など、あわびにこだ
わった温泉です。

-年中無休
・入浴料/大人50円、小人200円
・お問い合わせ先/'~0 1 39 8 -2-3330

.......THE ROUTE OF KUN-NUI-
道央自動車道国鎚インヲー開通。

11月19日1m道央自動車道長万部1C
~国縫1Cが開通します。当日は、ささ
やかな開通記念式典が行われた後、一
般車両が通行可能となります。

国総1Cから札幌南1Cまでの料金は
4.600円なります。
・ぉ聞い合わせ先/道路公団長万部
事務所 ~0 1 377-2- 5 046 
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納
税
す
る
、

口
座
振
替
の
制
度
が

一
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は
、

一
納
税
通
知
書
に
同
封
の
「
預
貯
金

一
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

一
を
記
載
し
、
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る

一
だ
け
で
す
。

一
詳
し
く
は
、
檎
山
支
庁
総
務
部

一
税
務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ

一
く
だ
さ
い
。

一
(
包

0
1
3
9
5
2
|

一

1
0
1
0

内
線
2
3
6
1
)

一

道

税

ホ

i
ム
ペ
l
ジ
(宮
ニ
司
¥¥

一
三
三
宅
百
『
命
『

E

。r一畠
】
〔-o
』
司
¥ω

。ZE
F
-

-

¥

的

自

i
l
N
2
E
=
¥
)

一
納
期
限
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ

一
し

個
人
事
業
税
は
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
個
人
の
方
が
、
そ
の
事
業
一

の
所
得
を
基
礎
に
課
税
さ
れ
、

8

一

月
と
日
月
の

2
回
に
分
け
て
納
め
一

る
道
税
で
す
。
(
年
額
が
1
万
円
以
一

下
の
場
合
は
、

8
月
に
全
額
を
納
一

め

ま

す

。

)

一

2
回
目
の
納
期
限
は
け
月
印
日
一

凶
で
す
。
納
付
書
は
8
月
に
第
1

期
分
の
納
付
書
と

一
緒
に
送
付
し
一

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
一

う
え
、
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
お
近

一

く
の
金
融
機
関
で
納
め
く
だ
さ
い
。

一

(
納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
再

一

送
付
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
)

一
(せ〉

周
⑮

⑧
 

-------n
一
o-
・冒・且圃

&
t
-a-m一

V
且

-

i
o
一

ム
E

一

一
目
H

一

一-冒
E

-

年
金
相
談
の
ご
案
内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と
き
V
H
月
日
日
同

午
前
9
時
1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
∞
分
1
1
時
ま
で

昼
食
)

。
と
こ
ろ
V
役
場
2
階
中
会
議
室

。
相
談
員

V
函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

《
役
場
1
階
町
民
課
年
金
係
》

除
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
手
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

く
こ
と
が
で
き
る
労
働
環
境
に
し

て
く
だ
さ
い
。

。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

函
館
労
働
基
準
監
督
署

包

0
1
3
8
2
3
1
2
7
6

同
江
差
駐
在
事
務
所

合

0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
2
8

函
館
公
共
職
業
安
定
所

8
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
 

同
江
差
出
張
所

mU
0
1

3

9

5

2

0
1
7
8
 

同
八
雲
出
張
所

官

0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9

日
月
初
日
同聞
は
個
人
事
業
税

の
第
2
期
分
の
納
期
限
で
す
。

O
雇
用
期
間
V
平
成
同
年
は
月
日

日
か
ら
平
成
凶
年
3
月
却
日
ま
で

O
雇
用
人
員
V
若
干
名

O
応
募
資
格
V
町
内
在
住
者
で
大

型
自
動
車
及
、
ひ
大
型
特
殊
自
動
車

免
許
取
得
者

O
選
考
方
法
V
書
類
選
考
(
履
歴

書
、
免
許
証
持
参
く
だ
さ
い
)

O
申
込
期
間
V
平
成
同
年
川
月
口

日
1
同
日
ま
で

O
申
込
先
V
役
場
l
階
建
設
課
管

理
係ハ

ロ

l
ワ
l
ク

か

ら

の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
U
月
比
日
同

午
後
1
時
1
午
後
5
時

V
H
月
日
日
附

午
前
日
時
1
正
午
口
時

V
U
月
ロ
日
附

午
前
9
時
1
午
後
5
時• 

d 

• 

所
得
税
の
確
定
申
告

書
が

新
し
く
な
り
ま
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か

り
ゃ
す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書

を
」
と
い
う
声
に
お
応
え
し
、
平

成
M
年
1
月
(
平
成
日
年
分
の
確

定
申
告
)
か
ら
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ω様
式
を
2
種
類
に

(
分
離
課
税

。
連
絡
先

【北
拾
山
職
業
相
談
室
]

同

U
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
]

包

0
1
3
8
1

2
6
1
0
7
3
5

【ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲
]

合

0
1
3
7
6
2
2
5
0
9

「財
務
行
政
懇
話
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

財
務
省
主
催
に
よ
り
ま
す
、
平

成
日
年
度
「
財
務
行
政
懇
話
会
」

を
、
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

会
場
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
役
場
財
政
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

。
開
催
日
時
V
H
月
7
日
附

V
午
前
川
時
か
ら
正
午
ま
で

。
会
場
V
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

。
演
題

V
「わ
が
国
の
財
政
事
情

等
に
つ
い
て
」
、

「私
た
ち
の
預
金

と
保
護
の
し
く
み
」

。
講
師
V
財
務
省
函
館
財
務
事
務

所

長

杉

林

照

夫

。
連
絡
先
V
役
場
財
政
課
E
2ー

ハU
'1
1
ム

1
ょ

《
財
務
省
函
館
事
務
所
総
務
課
》

用
な
ど
が
別
表
に
)

ω用
紙
が
A
4
サ
イ
ズ
に

が
2
枚
に
)

ω記
載
欄
を
整
理

ω手
引
き
を
充
実
(
手
引
き
で
計

算
、
や
さ
し
い
申
告
)

申
告
書
新
様
式
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
や
市
区
町
村
の
窓
口
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
札
幌
国
税
局

ホ
l
ム
ペ
lジ

【E
ご
=
¥¥
芸
毛

E
司
司。
-
0
・
三
回
目
。

」司
]
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
覧
く
だ
さ
い
。

(
用
紙

「
税
を
知
る
週
間
」

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が

い
き
て
い
る
」

テ
ー
マ

「
暮
ら

し

を

支

え

る

税

」

「こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き

て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

U

月
日
日
同
か
ら
U
月
げ
日
同
ま
で

の
期
間
を

「税
を
知
る
週
間
」
と

し
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
税
の
意

識
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
の
行

事
を
行
い
ま
す
。

※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場

合
は
、
お
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

R
A

、，

》3
，、
，
，、，

，
l
p

，》

!1M，'!' 

の
納
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

建
設
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
一

働
条
件
や
労
働
福
祉
等
の
面
で
改
一

善
を
要
す
る
問
題
を
多
く
抱
え
て
一

お

り

ま

す

。

一

こ
の
期
間
中
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
で
一

斗

ia

、

一

O
労
働
条
件
の
明
確
化
の
た
め
に
一

「雇
入
通
知
書
」
の
交
付
の
励
行
。
一

O
労
働
福
祉
等
の
改
善
の
た
め
に
-

「
建
設
雇
用
改
善
助
成
金
」
の
活
用
。一

な
ど
、
雇
用
管
理
等
に
関
す
る
一

助
言

・
指
導
や
各
種
啓
発
活
動
を

無
料
相
談
実
施
の

お
知
ら
せ

日
常
の
法
務
問
題
、
会
社
事
業

所
の
許
認
可
問
題
、
経
理
記
帳
な

ど
に
つ
い
て
札
幌
の
行
政
書
士
が

無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

希
望
者
は
電
話
F
A
X
で
予
約

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

。
日
時
V
H
月
凶
日
倒

V
午
前
9
時
1
午
後
4
時
別
分

。
場
所
V
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

小
会
議
室
B

。
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

V
さ
っ
ぽ
ろ
法
友
会
事
務
局

同

U
0
1
1
5
6
2
1
5
6
2
5

田園
「建
設
雇
用
改
善
推

進
月
間
」

で
す

• • 
実
施
い
た
し
ま
す
。

建
設
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
発
展
す
る
よ
う
、
雇
用
の
改
善

に
ご
理
解
と
ご
努
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「明
日
を
拓
く
建
設
業
、
今
日
も
進

め
る
雇
用
改
善
」

-
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
(
函
館
公

共
職
業
安
定
所
)

GQ) 

知
っ
て
い
ま
す
か
労
働
保
険

入
っ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
職
場

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
企
業
は
、

一
部
の
業
種
を
除

き
、
個
人
法
人
を
問
わ
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
災
害
や
会
社
倒
産
等
は
、

い
つ
起
こ
る
と
は
予
測
で
き
ま
せ

ん。
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
、
遅
す
ぎ

ま
す
。労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
の
皆
様
や
働
い
て
い
る
従
業
員

皆
様
は
、
労
働
保
険
に
既
に
加
入

し
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
未
加
入
の
場
合
は
、
速
や

か
に
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
、
安
心
し
て
働

社会福被協議会だより HI3・10・10
※光の里学園、些持園、社会福祉協織会への多額のご寄付、ご厚意あり
がとうございました。(敬称略)

加剖祐三

郎
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治美

教

子義官

本草f古 書f 車

佐小高岸大 テ勇金陽 ル治笠弥子

.万一金融機関が破綻した場合であっ

ても、預金者一人当たり、定期預金等

の元本 l千万円までとその利息は、来

年4月以降も保護されます。

.合算して元本 l千万円までとその利

息は、あくまで最低保障ですので、受

け取れるのは 1千万円だけではありま

せん。

.また、当座預金・普通預金等は、平

成 15年 3月まで全額保護されます。

.詳細は、函館財務事務所又は金融機

関の窓口等にお問い合わせください。

函館財務事務所

'B' 0138 -23 -8445 (理財課)

庁融金

Gi) 

※
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
口

座
振
替
の
手
続
は
役
場
1
階
税

控
明
暗
咋
孝
弘
戸
、



祉書割宵|
だよ1り|

(重点目標)

回

い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

園

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に

困

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

回目

熱
意
を
も

っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

第3@U号

搭
き
嫌
い
を
な
く
そ
う
!

紅
葉
の
季
節
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
い
よ
い
よ
厳
し
い
冬
の
到
来

を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

食
卓
に
は
今
秋
収
穫
さ
れ
た
新

鮮
な
野
菜
の
数
々
が
並
ん
で
み
な

さ
ん
の
味
覚
を
楽
し
ま
せ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
学
校
給
食
で
生
徒
が

残
す
嫌
い
な
食
べ
物
の
大
半
が
野

菜
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

普
段
、
家
庭
や
学
校
給
食
で
口

に
し
て
い
る
豊
富
な
野
菜
の
作
付

け
か
ら
収
穫
ま
で
の
大
変
な
苦
労

を
今
の
子
供
達
は
知
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

今
金
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
"
体
験
農

園
u

で
は
春
に
植
え
た
様
々
な
農

作
物
の
収
穫
が
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
グ
ル
ー
プ
は
自
ら

の
手
で
大
切
に
管
理
し
て
育
て
て

き
た
作
物
を
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
を
越
え
て

と
て
も
に
ぎ
や
か
に
収
穫
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

収
穫
作
業
が
終
わ
っ
た
後
、
取

れ
た
て
の
作
物
を
使
つ
て
の
食
事

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
手
作
り
の

料
理
が
格
別
だ
っ
た
の
は
収
穫
ま

で
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ

と
思
い
ま
す
。

子
供
達
が
食
べ
物
を
大
切
に
し

て
何
で
も
食
べ
て
大
き
く
健
や
か

に
育
つ
こ
と
を
願
う
気
持
ち
は
全

て
の
大
人
が
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

• 

d 

• 

会|学里

考|交さ
金 I V~ τE

E1要議
書|、、で
自1-:つ
詰 I ~ く
す|ζ る

第
二
次
社
会
教
育
中
期
計
画
を

策
定
す
る
際
に
べ

l
ス
と
な

っ
た

社
会
教
育
推
進
上
の
現
状
評
価
に

つ
い
て
、
前
号
で
は

「学
習
機
会

の
提
供
」
「
人
材
育
成
・
指
導
者

体
制
」

「情
報
提
供

・
相
談
体
制
」

「
団
体
活
動
」
「
社
会
教
育
関
連
施

設
」
の
五
項
目
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
。

本
号
で
は
引
き
続
き
残
り
の
項
目

を
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

口
関
係
機
関
・
団
体
連
携

-
幼
児
教
育
か
ら
学
校
教
育
ま
で

各
教
育
現
場
や
P
T
A
と
の
一
層

の
連
携
に
よ
り
支
援
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
。

・
家
庭
教
育
個
々

へ
の
切
り
込
み

は
行
政
対
応
と
し
て
限
界
が
あ
る
。

形
式
的
な
学
習
会
よ
り
も
教
育
関

係
者
や
P
T
A
と
の
日
常
的
な
会

話
か
ら
親
の
意
識
改
革
へ
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

・
社
会
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
行
政
内
の
連
携
を

一
層
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
施
設

や
乳
幼
児
、
高
齢
者
な
ど
に
係

Part7 

わ
っ
て
は
重
要
。

口
地
域
e

つ
く
り
活
動

-
自
治
会
老
人
会
と
こ
ど
も
会
の

交
流
事
業
な
ど
素
晴
ら
し
い
事
例

が
あ
る
。
地
域
住
民
が
地
域
の
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
役
割
を
考

え
る
事
例
に
な
る
。

・
自
治
会
町
内
会
聞
の
小
さ
な
連

携
や
情
報
交
換
か
ら
地
域
づ
く
り

が
始
ま
る
と
考
え
る
。

・
自
治
会
町
内
会
行
事
や
組
織
形

態
の
調
査
と
把
握
が
必
要
。

口
学
社
連
携
・
融
合

-
水
泳
指
導
に
係
わ
っ
て
連
携
会

議
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

部
活
動
と
少
年
団
活
動
等
の
連
携

方
策
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
が
真
に
望
む
学
習

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
地
域
指

導
者
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
で
制

約
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

.
学
校
開
放
事
業
の
管
理
に
つ
い

今
村
藤
次
郎
、

金
森
石
朗
が
入

植
以
来
、
面
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
人
々
の
遺
産
が
あ
る
こ
こ
今

金
に
も
、
時
代
の
中
に
埋
も
れ
、

あ
る
い
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
貴
重
な

記
憶
が
あ
る
よ
う
で
す
。
中
で
も
、

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ

や
ピ
リ
カ
遺
跡
な
ど

太
古
を
忍
ば
せ
る
歴

史
が
眠
る
美
利
河
地

区
に
は
、
人
々
が
刻

ん
だ
歴
史
も
ま
た
、

た
く
さ
ん
眠
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

去
る
十
月
九
日
、

そ
ん
な
記
憶
を
ひ
も

と
い
て
い
こ
う
と
、

町
教
育
研
究
会
(
町

内
の
学
校
教
員
で
構

成
さ
れ
る
指
導
方
法

等
に
係
わ
る
研
修

・

研
究
団
体
)
の
社
会

科
サ
ー
ク
ル
一
行
が

ピ
リ
カ
ダ
ム
上
流
を

訪
れ
ま
し
た
。

一
帯

は
、
か
つ
て
美
利
河

マ
ン
ガ
ン
鉱
山
と
し

て
賑
わ
い
を
見
せ
た

一今金再発見の旅 ー|子供達ヘ伝えたい
て
、
借
用
団
体
が
管
理
す
る
体
制

つ
く
り
が
必
要
。

・
教
員
が
地
域
に
出
よ
う
と
す
る

意
識
づ
け
と
地
域
が
受
け
入
れ
よ

う
と
す
る
意
識
づ
け
の
視
点
が
必

要。口
生
涯
学
習
推
進
体
制

-
地
域
く
る
み
、
町

F

く
る
み
が

キ
ー
ワ
ー
ド
。
何
に
対
し
て
地
域

全
体
の
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か

と
い
う
焦
点
化
が
必
要
。

口
そ
の
他

-
各
種
委
員
会
の
目
的
や
性
格
を

時
代
の
動
き
に
合
わ
せ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

・
行
政
が
き
っ
か
け
づ
く
り
を
す

る
と
参
加
者
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、

行
政
ま
か
せ
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

行
政
と
は
別
の
組

織
が
企
画
運
営
を

行
い
、
行
政
が
支

援
に
ま
わ
る
体
制

づ
く
り
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

斜
面
を
登
る
こ
と
お
よ

そ
五
分
少
々
。
驚
く
ほ

ど
近
く
に
、
ポ
ッ
カ
リ

と
口
を
聞
け
た
坑
道
。

訪
れ
た
坑
道
の
周
り
に

は
、
当
時
い
く
つ
も
の

鉱
区
が
あ
り
多
数
の
坑

道
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
閉
山
後
は
原
生
林

の
中
で
表
土
に
覆
わ
れ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

記
憶
を
頼
り
に
辺
り
を

探
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
見
つ
け

ら
れ
ず
に
至
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

坑
道
の
中
は
、
水
が
溜

ま
り
、
胴
長
を
履
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で

し
た
。坑

道
を
目
前
に
し
な
が
ら
採
掘

の
様
子
や
鉱
夫
の
生
活
を
熱
っ
ぽ

く
諮
る
佐
藤
さ
ん
。
し
ば
し
往
時

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

時
間
を
過
こ
し
ま
し
た
。

人
、
物
、
場
所
、
ま
さ
に
三
拍

子
揃
っ
た
生
き
た
教
材
。
こ
の
歴

史
を
美
利
河
の
清
い
流
れ
の
よ
う

に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
子
ど
も
た

ち
へ
伝
え
る
の
は
、
私
た
ち
教
師

を
は
じ
め
と
す
る
大
人
の
役
目
だ

と
実
感
し
た
経
験
で
し
た
。

cm 

れ
た
現
状
評
価
で
あ
り
ま
す
。

各
項
目
そ
れ
ぞ
れ
が
、
社
会
教
育

を
推
進
し
て
い
く
上
で
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
不
可
欠
の
要
素

で
あ
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
志
向
し
て
い
る

本
計
画
に
お
い
て
は
、
基
礎
と
も

い
え
る
こ
れ
ら
の
一
つ
ひ
と
つ
を

充
実
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
私
た
ち
町
民

一
人

ひ
と
り
が
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
、

そ
し
て
活
力
の
あ
る
日
々
の
営
み

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
人
材
を
生
み
出
し
、

今
金
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
強

烈
な
パ
ワ
ー
と
な
っ
て
現
れ
る
と

信
ず
る
も
の
で
す
。

(
次
号
へ
つ
づ
く
)
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と
こ
ろ
で
す
。

案
内
役
は
、
当
時
、
マ
ン
ガ
ン

の
採
掘
を
し
て
い
た
佐
藤
幸
雄
さ

ん
(
美
利
河
在
住
)
。

ま
ず
は
、
採
掘
の
際
に
使
用
し

て
い
た
と
い
う
カ
ン
テ
ラ
や
タ
ガ

ネ
な
ど
の
道
具
の
説
明
。
鉱
夫
そ

れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
改
良
し
な
が
ら

使
っ
て
い
た
と
い
う
道
具
た
ち
。

一
見
す
る
と
古
び
て
い
る
だ
け
の

よ
う
で
す
が
、
そ
の
理
に
か
な

っ

た
姿
形
は
、
今
で
も
現
役
と
し
て

立
派
に
役
目
を
果
た
す
貴
重
な
資

料
で
す
。

さ
て
、

跡
地
へ
。

い
よ
い
よ
鉱
山
の
採
偲

林
道
脇
か
ら
入
山
し
、

• • 以
上
が
、
策
定
委
員
会
で
掘
り

起
こ
さ
れ
、
今
後
の
社
会
教
育
の

推
進
に
反
映
し
て
い
く
べ
き
と
さ

l闘.....阻・E ・E ・-圃l
2日(日)I町民バスケッ トボール大会
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も
う
間
も
な
く
冬
が
や
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
杖
を
つ
い
て
い
る
方

に
と
っ
て、

雪
道
は
大
変
危
険
で

す
。
転
ん
で
打
ち
身
や
ね
ん
ざ
、

骨
折
し
て
し
ま
う
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
な
ど
は
、

そ
の
た
め
に
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
、
足
が
不
自
由
に
な

っ
て
し
ま

う
方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
冬
を
迎
え

る
準
備
と
し
て
、
今
回
は
杖
を
つ

い
て
い
る
方
に
安
全
に
歩
い
て
も

ら
う
よ
う
、
杖
に
付
け
る
、
ア
イ

ス
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉縦健康づくり係国保係)みんなの健康

ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
に
も
い
ろ

い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
タ
イ
プ
も
簡
単
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

杖
・
松
栄
つ
え
を
使
用
し
て
い

る
方
は
、
ア
イ
ス
ピ

ッ
ク
は
身
体

障
答
者
手
帳
の
あ
る
方
の
場
合
、

補
装
具
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お

り
、
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す。-
総
合
福
祉
施
設

「と
し
ベ
つ
」

一
階
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
杖
・
ア

イ
ス
ピ

ッ
ク
が
見
本
と
し
て
展
示

し
て
あ
り
、
ご
購
入
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。

• • 
石
づ
き
の
外
側
に
爪
が
付

い
て
い
て
、
爪
の
部
分
が

前
後
に
動
く
た
め
路
面
を

し
っ
か
り
捕
ら
え
る
タ
イ
プ
が

二
千
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す。千音sl'圃
円分 邑孟劃

程がさに杖
度出れアの
》て 円、イ先

くごスに
る/ピイ寸
タタッけ
イ ツクる
プチが石
がで内づ
五爪蔵き

先
端
が
ス

ト

ッ
ク
状
に

恒

一な
っ
て
い
る
ワ
ン
ポ
イ
ン

|
L

卜
タ
イ
プ
。
こ
れ
ら
は
主

に
杖
の
先
に
部
品
と
し
て
取
り

付
け
る
方
式
で
千
二
百
円

1
二

千
円
程
度
で
す
。

王
冠
の
よ
う
な
形
で
複
数

の
爪
が
付
い
て
い
る
タ
イ

プ
。

補
装
具
の
申
請
に
つ
い
て
も
、

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

-
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
包

2
1
2
7
8
0
)

強い骨をつくるため|こは
(食生活編)

体に吸収されにくく、

吸収率の高い牛乳でさ

え約半分しか利用されません。牛乳・

乳製品以外に乾物類や緑黄色野菜も

意外なカルシウム源です(吸収率は

2 j!;rJ程度と低いですが)。カルシウム

を多く含む食品を毎日続けて摂るこ

とが大切です。③~骨の成分にはカ

ルシウム以外に蛋白質やマグネシウ

ムがあります。これらの吸収を高め

るためにはビタミン Dを含む食品

(魚類等)を摂ることも大切です。④

~リン酸塩は多く摂るとカルシウム

の吸収を低めます.消涼飲料水や加

工食品、インスタント食品に多く含

まれています。また、食塩の摂りすぎ

にも注意してください。今の食生活

が数年後、数十年後の'Eiの強さを決

めます。骨の健康のためにはカルシ

ウムを多く依ることはもちろん、全

体的に栄養バラ ンスのよい食生活が

矧吋 蘭弓 脇
。，臥 '〆 ¥、

(保健福祉課健康づくり係lS""寸J

骨が脆くなる骨粗緩症を予防する

にはどのような食生活がよいので

しょうか。まずは普段の食生活を振

り返ってみて骨を弱くする原因があ

るかをチェックしてみてください。

骨を弱くする食生活とは「好き嫌い

が多い」、「カルシウムを摂る量が少

ない」、 「カルシウムの吸収を高める

食品をあまり摂っていない」、「カル

シウムの吸収を妨げる食品を多く

摂っているJということがあげられ

ます。骨を強くするにはこれらの逆

の食生活を送ればよいわけで、骨を

丈夫にする食生活とは①偏り無く食

べる、②カルシウムの多い食品を毎

日食べる、③カルシウム等の吸収を

助けるビタミン Dをとる、④カルシ

ウムの吸収を妨げる食品を控える、

ということになります。具体的に書

くと①~好き嫌いが無い人には骨が

強い人が多いです。栄養バランスの

よい食事は骨だけでなく体全体を丈

夫にします。②~カルシウムは日本

人が不足している栄養素。そのうえ

ユ麗亘記蕗
.対象じ〉全住民
@月日C>11月分 (11)

5日・ 12日・19日・26日
C> 12月分 (Jl) 

3日・ 10日
.1時閉じ>9 :30~ 11 :30 
.場所じ〉総合福祉施設内

保健センター
.内容じ〉健康相談・血圧測定・

尿検査

単記謹躍
【美利河地区】
.対象C>美利河地区住民
.日p寺じ>11月1'1日制

1 4:00~16 : 00 

.場所C>美利河生活館

n量川地区1
.対象C>種川地区住民
.日l時じ>11月21日(利

1 3:30~ 1 5:30 
.場所C>稲川温泉集会室

【住吉地区1
.対象じ〉住吉地区住民
φ日時じ>11月15日(梢

13 :30~ 15 :00 
.場所じ〉住吉生活改善センター

今
金
町
国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
?

川
月
刊
出
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

北
方
型
住
宅
地
域
セ
ミ

ナ
ー
の
中
で
、
今
金
町

建
設
課
と
総
合
福
祉
施

設
と
し
べ
つ
の
職
員

が
、
高
齢
者
の
住
宅
改

修
を
め
ぐ
る
問
題
を
、

建
設
関
係
者
の
方
々
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に

「寸
劇
」
を
行
い

ま
し
た
。
高
齢
者
・
障

害
の
あ
る
方
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
や
家
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

に
は
、
生
活
を
続
け
る

家
が
、
本
人
や
介
護
を

す
る
家
族
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
状
態
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
年
4
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
介
鍛
保
険

制
度
に
よ
っ
て
も
、
在

宅
生
活
を
支
え
る
た

め
の
ひ
と
つ
の
手
段

と
し
て

「住
宅
改
修
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
簡
単
に
「
住

宅
改
修
」
と
い
っ
て

も
、
高
齢
者
、
障
害
を

持
つ
方
の
身
体
状
態

は
そ
れ
ぞ
れ
隙
害
を

持
つ
部
位
や
生
活
様

式
か
ら
も
個
別
性
が

• • 
薩'抱防予

【あったからんど1
.対象じ〉全住民
.日p寺C>II月6日(1<)

18: 00~20: 00 
.811寺C>II月13日(刈 27日ω

1 3:30~ 1 5:30 
.場所C>あったからんど

・内容(各地区共通)
仁〉健康相談血圧測定・

尿検査

マ重量医地区巡回診療

.・.【眼対時月象間日科Cbじ〉〉1 全住民28 11月日
1400~1(5ホ)00 

.3チ【リ対科時月ウ象|に日目マ1通じbb〉チ八院l1科0l2さ月・21。総れ合病院方リウマている
19日(円)
。~

.. 【各場内診所容療じじ〉科〉総保診八共合健雲察通福セ総(1有祉合ン料施病タ) 設内
院医師

診察を受けるには ?I

時時すの事襲方と王建EE
。給要おり7者忘まと0柾歳れなのりでま 険証 が必上 は老人療受

以も必要 なりま医すので
なく。'B2 -2780 
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地減・家で安心して暮らしI続ける立坐!己
~{捌造支叩づくり~ I刊打

あ
り
、
一
遍
と
お
り

の
方
法
で
は
本
当
に

利
用
者
に
と
っ
て
安

全
で
使
い
や
す
い
も

の
と
な
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
動
作
・
行
為

を
行

っ
て
も
ら

っ
た

上
で
、
何
が
段
良
の

方
法
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
桝
造
や
性

質
か
ら
も
住
宅
改
修
の
方
法
が
異

な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
金
町

で
は
保
健
・
医
療

・
福
祉
と
建
築

の
専
門
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
の
知
恵
を
出
し
合
い
、
効
果

的
・効
率
的
に
良
質
な
「
住
環
境
」

に
つ
い
て
の
支
援
を
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
、
住
宅
改
造
支
援
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、

住
宅
の
改
修
、
改
造
の

相
談
に
つ
き

ま
し
て
は
今

金
町
総
合
福

祉
施
設

「と

し
ベ
つ
」
在

宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に

お
気
軽
に
お

と
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

《
町
民
課
年
金
係
》
よ
り

I"MilJi霊璽
.対象仁>H12年 9~ 10月生まれ
の子
.月日仁>11月19日(月)
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夜間訪柄急 百時
.対象b乳児及び就学前の1;1) .対象仁〉対象者へは個別通知
児を持つ保護者の方及び妊婦 いたします。
の方 .月日C>II月8日附
・月 日C>II月12日間 ・場所仁〉総合福祉施設内3時間C>9 :00~ 12: 00 保健センター

内容じ>電話による心配事な
どの相談 ('B2-2780)

.対象仁〉対象者には日程表に
てご案内いたします。
@月日じ>11月12日(月ト14日(村
.時間C>(受付)14:30~15:00 
.場所C>今金町国保病院
.持ち物じ〉母子健康手帳・予診
票を持参ください.予診察は病
院に備え付けてあります。

ユ冒烹扇百古藤芳!~綴喜望
.対象じ>40歳以上の町民
3月日 B 1 2月 4 附~7 附

場所じ〉総合福祉施設内
保健センター

※予約制です。
申込締切は11月20日附まで
予約は('B2-2780)に

E:I~軍諸吾置国{周回B畳園田辺闘

【各相談ー健診共通】
圃場所仁〉総合福祉施設内

保健センター
圃持ち物
じ〉母子手帳・タオルなど

一
CID 



運転免許証 1?-W8・'7イドル 41
更新時講習のご案内 I: 

l;も PEf VJVJV りな . ー』ー、 4立花里奈ちゃん ・

0 4a・.."1 平成11年11月17日生まれ):
. 凋.412 寒昇立花弘樹さん、ちはるさんの 2宜 .

3・ ~t.y"型司r l 闘から】
. 、三凪 E語量、lよμく食ドべ、よμく帥、元硝気一杯附の 里野奈

二L ι， 一 に保育|臨悶E却lにf仔守つています。 一:2・ J，初、 l ヮンパクでもいいこのまま病気もせ:

ー ， u epf:;、'¥..1ず、元気に育ってほしい。

・〉- F " ネc~ 天国にいるお兄ちゃんの分までも - : 

:砂十河 ひより ちゃん ι4圃亘書輸 ユ:
(平成12年5月お日生まれII .0.4・・・・・・・幽幽薗?ち ・

:寒鼻十河幸喜品、久美子さんのほ 「 園町別園幽 てゐ :

.【親から】 ......."- -画面a・同色
ゆきみお姉ちゃんが手に持っているお r ~ヘミ ';;;)J司・-f・

・もちゃを奪い取り、走って逃げますロ W 裕 福Jて網、.
T 茶ぶどうを食べるとき、皮をベッと出し "，1蝿需黒白軍 司 .~ . 

-ます。しばらくして、その皮も食べます。 、一一当事組魁J ('~ ー

:;ZJtT27IJ337になりました。 Al iA A Aへや:

-優良講習(30分講習)
.11月16日、 12月6日(午後 l時)

北檎山町農村環境改善センター

・11月8日、 12月13日(午後 l時)

今金町民センター

・一般講習(2時間)

. 12月6日(午後2時)

北槍山町農村環境改善センター

今金町の交通事故発生状況

， 

組
叫&

 

9月発生
発生件数 O件
死者数 O名
傷者数 O名

※ss運動(スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼロ日数 361日

院旦当aム番舗ム医
11月11日今金町国保病院(今金)

18日悩崎医院(瀬棚J)

23日 道南ロイヤル病院(北宇宙山)
25日 今 金 町 国 保病院(今金)

(12月分については予定です)

12月B日道南ロイヤル病院(北給山)'B'4 -5011 
9日 北槍山町国保病院(北槍山) 'B'4 -5321 
16日 瀬棚町国保匿科診暗所(瀬棚J) 'B'7-2'170 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了

承ください。 ロー
午前10時から正午まで 命r::，...・~
午後 1時から 3時まで 、-ff l"~許ザ

'B'2-0221 
'B'7-3021 
'B'4 -5011 
'B'2-0221 

回ロロロ.
前月対比

(8 ) 

(3) 
(5) 

(7) 

住民の動き
9月末現在

7， 000人
3，371人
3， 629人
2， 728世帯
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婦人科診療体診
のお知らせ

11月15日(木)都合により、婦

人科の診療を休診とさせてい

ただきます。

《今金町国保病院》

事ぉ4やみ宅 5しあげます

蔭 田タイ九 9月22日 87歳(豊寿国)
坂田俊勝九 10月 l日 69歳(曙 町)
坂 口 克志さん 10月10日 39歳(金原旭)

• 10月16日受付分まで• 
Q芸能発表 9 :25~ 1l :45 
Q生産品販売 12: OO~ 13: 00 
(陶器、鉢花、農産物、 石けん、 枕カバー、紙すきはが

きなど)

。バザー

1 1月 18日(日)
9:05~14:00 

今金高等養護学校体育館、作業棟

，とき
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12:10~13:20 

thhp:ffwww.hakodate.or.jpfimakanef 

in山 ne@hakodate川 争 再生紙を使用しています。

シ場所

今金町ホームページアドレス

E -メール


